


平成25年第１回組合会が３月１日に開催され、平成25年度の事業計画及び予算が決まりましたので
お知らせします。
共済組合の事業は、組合員の皆さんが負

担する掛金と地方公共団体が負担する負担
金でまかなわれています。
平成25年度も組合員数の減少や給与の抑

制により収入の大幅な減少は避けられず、
混迷が続く経済及び金融情勢のなか、資金運
用益の見通しも大変厳しくなっております。
なお、各経理別の事業概要は次のとおり

です。

2

平成25年度 事業計画及び予算
３月１日第１回組合会で議決

基本項目
区　　分 全　体 介 護 第 2 号

被 保 険 者

組 合 員 数 16,007人 9,585人

組合員１人
当 た り の
給 料 月 額

短　期
325,213円

短　期
377,195円

長　期
324,536円 －

被扶養者数 18,430人 3,268人

予算作成にあたっての基礎数値

● 平成25年度財源率 ●
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短期給付財政は、収入において、組合員数の減少に加え、給与の抑制等の影響により、掛金・負担金収入の増加

は見込めません。一方、支出において、医療費は組合員数の減少にかかわらずほぼ横ばい傾向にあり、平成20年度

から始まった高齢者医療制度に係る支援金等の負担は年々増加しています。

当面の財政の安定化を図るため、平成24年度に短期財源率を千分の96に引き上げ、当期短期利益金を見込むため、

平成25年度短期財源率は、据え置いて運営します。

また、今年も短期給付事業の安定的運営を確保するため、組合員や被扶養者の医療費の分析を行うとともに、

「短期給付財政安定化計画」を策定し、医療費抑制策を講じることとしています。

平成25年度の介護財源率においては、当期介護損失金が見込まれますが、前年度の剰余金があることから据え置

いて運営します。

引き続き、疾病の早期発見・早期治療に心がけていただきますようよろしくお願いします。

◆ 短期経理 ◆ 組合員と被扶養者の医療費等をまかないます

短期財源率は据え置き

長期給付事業の一元的処理に伴い、全国市町村職

員共済組合連合会（以下「連合会」という。）が年金

の決定・支払いを行います。このため、この経理は、

地方公共団体から徴収した掛金･負担金を受けて連合

会に払い込むための経理となります。

現在、連合会に集約して一元的に処理されていま

すが、被用者年金制度の一元化が決まり、平成27年

10月からは公務員も厚生年金に加入することとなり

ました。

引き続き、年金制度に対する理解と信頼を高める

ため、組合員及び年金受給者への情報提供や相談業

務の充実に努めます。

◆ 長期経理 ◆ 長期（年金）給付のための資金です

９月に保険料率の引き上げ

（単位：千円）

（単位：千円）
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保健事業では、組合員及び被扶養者の健康保持増進に役立
てるための保健事業、特定健康診査・特定保健指導を実施し
ています。
平成25年度も疾病予防対策として健診助成事業に重点を置

きます。また、特定健康診査及び特定保健指導については、
平成25年度から第２期が開始します。共済組合も目標値達成
のため周知及び実施率向上に努めますので、引き続き、皆さ
んのご協力をお願いします。
なお、防長苑に対しては、土地・建物等資産の保持及び管

理に要する費用や減価償却費等に充てる費用として繰り入れ
を予定しています。
（６～９ページに関連記事があります。）

◆ 保健経理 ◆
医療費増高対策事業に力を入れていきます

短期給付・長期給付に関する事業などを行うための事務費や
人件費などをまかなう経理で、財源は、地方公共団体等から事
務費負担金として納付されています。
平成25年度の地方公共団体負担分は、組合員１人当たり年額
10,392円となります。
また、短期経理からは、組合員１人当たり年額1,915円を繰
り入れます。
地方公共団体が、厳しい財政状況の下、定員の削減や事務経
費の削減が図られていることから、共済組合においても引き続
き職員数の抑制や事務に要する経費を見直し、より一層の削減
に努めて運営してまいります。

◆ 業務経理 ◆ 事業運営に必要な諸経費をまかないます

健康の保持増進を目的に事業を行います

（単位：千円）

（単位：千円）

長期給付積立金は、連合会において運用されていますが、こ

の積立金の一部を連合会から委託運用することが認められてい

ます。

運用方法については、地方公共団体への縁故地方債、他経理

への貸付け及び短期運用となっています。

◆ 預託金管理経理 ◆ 長期給付積立金の一部を運用します

（単位：千円）

短期経理から事務費を繰入　
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貸付利率は、財務大臣が定める財政融資資金利率（10年もの）に連
動する変動性となっており、当該設定利率の最低利率で下げ止まって
います。市中金融機関の貸付利率が低くなっている状況のなかでは共
済貸付の有利性が乏しく新規貸付申込みの減少、民間金融機関への借
換えのために繰上一括償還する方が多いこともあり、組合員貸付金残
高は年々減少しています。
組合員貸付金の減少に伴い貸付利息収入が減少し、単年度収支は引
続き赤字が見込まれます。
このため、平成25年度においても剰余金（欠損金補てん積立金）を
取り崩し運営する予定です。

◆ 貸付経理 ◆

貯金経理は、組合員の皆さんからお預かりした資金を、安全に効
率運用し、還元していくことを目的に行っています。
資金は債券と預金により運用しています。債券については国債・

地方債・特別の法律による法人の発行する債券・高格付の社債及び
外国債による運用を今後も引き続き行ってまいります。また、預金
については、リスク回避のため複数の金融機関に資金を分散し、取
引金融機関については選定基準を設けて経営状況などの情報収集に
努めます。
低金利時代の今、あなたのもっとも確実な資金運用先として共済

貯金をご利用ください。（10、11ページに関連記事があります。）

◆ 貯金経理 ◆ 財産づくりをお手伝いします

支払利率年0.9％

施設収入については、前年度比５％増を計画しています。組合
員のニーズに応えた企画商品を開発し、組合員の施設としてより
一層利用してもらえるように所属所への営業活動を充実させま
す。顧客管理によるイベント情報の提供、ツイッター、フェイス
ブックを通じて防長苑からの情報発信を行います。年金受給者や
一般利用者の利用促進についても積極的に進めます。また、イン
ターネットによる宿泊予約販売も推進し、宿泊をセットにしたプ
ランの充実を図ります。レストラン部門においては、地産地消の
メニューの推進と土・日・祝日のランチバイキング開催により利
用客の増加を図ります。
ぜひ、ご家族おそろいで、また、お友達とお誘い合わせのうえ

お越しください。

◆ 宿泊経理 ◆
皆さんに満足していただける施設を目指します

貸付件数は減少しています

住宅資金や臨時資金をお貸しします

保養所 防長苑を経営しています

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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